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足 択 点 成
下北半払北西部大間地域には,およそ65km2の地域
に3群,125疏前後の野生ニホソザルの生息が知られて
いる (1973年1月現在)｡ この地域は,大規模な人工造
林化は近年になるまで進められなかったので,この生息
域の広がりと生息密度の低さは.ほぽこの地域のユホソ
ザルの自然状態を表わしているものと考えられる.
とすると,周年にわたる遊動生活と,各郡のサイズと
桝成の年次変動を明らかにしてゆくことによって,寒冷
地 ･硫QTiil地の中でも最北取に生息するニホソザルの生息
先件の大要が明らかにされるものと考えられる｡
近年になって,敢雪期 (主に12月と3月)の生活に関
するいくつかの知見が得られ,3群の構成もほぼおさえ
られたが.非群雪期に関しては,断片的な情報しかな
い○
そこで蟹者は,非琉雪期の調査の約-渉として,1972
年5月に22日間,10月に15日間,主として易国間川流域
に調査に入り,8月･9月の2カ月間,脇の沢村の依煩
による畑荒しの防御の傍ら,この季節における九岨泊り
の群れの食物の調査を行なった.なお,10月の際には其
野哲三氏の協力を得た｡
1) 易国間 (Ⅰ群)の群れに関しては,9月中旬以降
の聞き込み情報及び視察例はあるが,中旬以前の非荊Erii
期の情報は全くない.5月の調査でも,易矧1日川tの大石
沢より上流域及び大畑川の下近藤汎 弥一郎沢流域を渉
き廻って,手兵ユ沢右岸の保砧林とその上部の稜線上で
各1個のフソを見つけたにとどまった｡郡れのものかは
判らない｡従ってこの季節の遊動の有校は全くつかめな
かった｡､
2) 10月の調査では,砲の択流域数カ所でフソを見つ
汁,余の沢との出合いで一皮直接観察を行なった｡この
場合は我 が々20mとない距離にまで接近して,初めて暗
いと,.くの中から苑せられた低くて小さい暫蛇管で気付い
たもので,そのメスが最後まで残った｡このⅠ群はその
後の調査結果から云っても,メスがリー ダーである可鰭
性が高い｡
3) 5月,10月とも,ごくわずかな知見しか得られな
かった.この地域の非辞雪期の調査は,生息域の広さ,
山容,ヒ,:の密皮の高い林相からいって,かなり困難をI
感じさせる｡又,サル道らしいものもほとんど苑見でき
ない｡しかし,準サル道はあるに迎いない｡九胞泊りの
群れの各季節の主食物と対応する食跡調査などな誼ね
て,徐々にでもサルの発見率を高めて行きたい｡
4) 8,9月は年間を通じて,植物の契りの故も盟か
な時期で,九胞泊りの群れでは果火炉が好んでよく食わ
れている｡このうち,カツワ,ホオノキの舟 王立的に少
ないのだが,好みは大きいようであった｡しかし,トチ
ノキ,ミズナラの実に関しては,丘的には最も多いにも
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